
議 会 運 営 委 員 会 日 程

平成３１年３月１４日（木） 

午前１０時 ５０２会議室 

日程第１ 追加議案について 

 (1) 議案第６９号 川崎市教育委員会委員の任命について 

 (2) 議案第７０号 人権擁護委員の候補者の推薦について 

 (3) 議案第７１号 川崎市市民オンブズマンの選任について 

 (4) 議案第７２号 川崎市人権オンブズパーソンの選任について 

日程第２ 議員提出議案について 

 (1) 議員提出議案第１号 川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例の制定に 

             ついて 

 (2) 議員提出議案第２号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 (3) 議員提出議案第３号 川崎市町内会・自治会の活動の活性化に関する条例の一部 

             を改正する条例の制定について 

日程第３ 動議について 

 (1) 「議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動議 

日程第４ 意見書案及び決議案について  

 (1) 意見書案第１号 医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書 

 (2) 意見書案第２号 沖縄辺野古新基地建設の埋立ての中止を求める意見書 

 (3) 意見書案第３号 不適切な統計調査等に基づく消費税の増税の撤回を求める意見 

           書 

(4) 決議案第 １号 かわさきパラムーブメントを一層推進する決議 

(5) 決議案第 ２号 天皇陛下御在位三十年を祝す賀詞に関する決議 

日程第５ ３月１５日（金）の本会議の運営について 

 【別紙「３月１５日（金）の本会議の議事要領」による】 

日程第６ その他 
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議員提出議案第１号 

川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び川崎市議会会議規則第

１３条の規定により提出いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  市 古 映 美 

                 〃     勝 又 光 江 

                 〃     宗 田 裕 之 

                 〃     石 田 和 子 

                 〃     斉 藤 隆 司 

                 〃     石 川 建 二 

                 〃     井 口 真 美 

                 〃     大 庭 裕 子 

 〃     渡 辺   学 

         〃     片 柳   進 
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川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例 

川崎市小児医療費助成条例（平成７年川崎市条例第２４号）の一部を次のよう

に改正する。 

第２条第２項から第４項までを削り、同条第５項中「乳児、幼児及び児童」を

「満１２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの者」に改め、同項を同条第

２項とし、同条中第６項を第３項とし、第７項を第４項とする。 

第４条を削る。 

第５条ただし書を削り、同条を第４条とする。 

第６条第１項中「、次項の場合を除き」、「（小児（乳幼児等を除く。）につ

いては、入院に係るものに限る。）」、「。次項において同じ」及び「（次項に

おいて「控除後の額」という。）」を削り、同条第２項を削り、同条を第５条と

する。 

第７条第１項中「（その保護者が第４条第１項の規定に該当する場合を除く。

以下この条及び第９条において同じ。）」を削り、同条を第６条とし、第８条を

第７条とする。 

第９条第１項中「第５条」を「第４条」に改め、同条を第８条とし、第１０条

から第１２条までを１条ずつ繰り上げる。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の条例の規定は、この条例の施行の日以後に受けた医療に係る医療費

の助成について適用し、同日前に受けた医療に係る医療費の助成については、

なお従前の例による。 
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   提 案 理 由 

通院医療費の助成対象となる年齢を引き上げ、並びに保護者の所得の制限及び

一部負担金を廃止するため、この条例を制定するものである。 
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議員提出議案第２号 

川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び川崎市議会会議規則第

１３条の規定により提出いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  市 古 映 美 

                 〃     勝 又 光 江 

                 〃     宗 田 裕 之 

                 〃     石 田 和 子 

                 〃     斉 藤 隆 司 

                 〃     石 川 建 二 

                 〃     井 口 真 美 

                 〃     大 庭 裕 子 

 〃     渡 辺   学 

         〃     片 柳   進 
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川崎市介護保険条例の一部を改正する条例 

川崎市介護保険条例（平成１２年川崎市条例第２５号）の一部を次のように改

正する。 

第８条第１項中「平成３０年度から平成３２年度まで」を「平成３１年度及び

平成３２年度」に改め、同項第１号及び第２号中「３４，９５０円」を「３３，

２４４円」に改め、同項第３号中「４５，４３５円」を「４３，２１７円」に改

め、同項第４号中「５２，４２５円」を「４９，８６６円」に改め、同項第５号

中「６２，９１０円」を「５９，８３９円」に改め、同項第６号中「６９，９０

０円」を「６６，４８７円」に改め、同項第７号中「８０，３８５円」を「７６，

４６０円」に改め、同項第８号中「８７，３７５円」を「８３，１０９円」に改

め、同項第９号中「１０４，８５０円」を「９９，７３１円」に改め、同項第１

０号中「１１１，８４０円」を「１０６，３８０円」に改め、同項第１１号中「１

１８，８３０円」を「１１３，０２８円」に改め、同項第１２号中「１３２，８

１０円」を「１２６，３２６円」に改め、同項第１３号中「１４６，７９０円」

を「１３９，６２３円」に改め、同項第１４号中「１６０，７７０円」を「１５

２，９２１円」に改め、同条第２項中「平成３０年度から平成３２年度まで」を

「平成３１年度及び平成３２年度」に、「３１，４５５円」を「２９，９２０円」

に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の条例の規定は、平成３１年度分の保険料から適用し、平成３０年度

分までの保険料については、なお従前の例による。 
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提 案 理 由 

平成３１年度及び平成３２年度の保険料率を改めるため、この条例を制定する

ものである。 
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議員提出議案第３号 

川崎市町内会・自治会の活動の活性化に関する条例の一部を改正する条例

の制定について 

上記の議案を別紙のとおり、地方自治法第１１２条及び川崎市議会会議規則第

１３条の規定により提出いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  月 本 琢 也 

                 〃     三 宅 隆 介 

                 〃     渡 辺 あつ子 

                 〃     小 田 理恵子 

                 〃     添 田   勝 

                 〃     重 冨 達 也 
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川崎市町内会・自治会の活動の活性化に関する条例の一部を改正する条例 

川崎市町内会・自治会の活動の活性化に関する条例（平成２６年川崎市条例第

５９号）の一部を次のように改正する。 

第４条中第５項を第６項とし、第４項の次に次の１項を加える。 

５ 市は、町内会・自治会の特定の活動に対して謝礼金、補助金その他市長が別

に定める公金を反復して支出する場合においては、あらかじめ当該活動の内容、

当該公金の額及び支出の時期その他必要な事項について定めるものとする。 

附 則 

この条例は、平成３１年１０月１日から施行する。 

9



提 案 理 由 

 市は、町内会・自治会に対して、謝礼金、補助金等の公金を反復して支出する

場合においては、あらかじめ必要な事項を定めることとするため、この条例を制

定するものである。 
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「議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める

動議の提出について 

上記の動議を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１５条の規定により提出い

たします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  市 古 映 美 

                 〃     勝 又 光 江 

                 〃     宗 田 裕 之 

                 〃     石 田 和 子 

                 〃     斉 藤 隆 司 

                 〃     石 川 建 二 

                 〃     井 口 真 美 

                 〃     大 庭 裕 子 

 〃     渡 辺   学 

         〃     片 柳   進 
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「議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める

動議 

 「議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算」、「議案第３７号 平成

３１年度川崎市競輪事業特別会計予算」、「議案第３９号 平成３１年度川崎市

国民健康保険事業特別会計予算」、「議案第４３号 平成３１年度川崎市介護保

険事業特別会計予算」、「議案第４４号 平成３１年度川崎市港湾整備事業特別

会計予算」、「議案第４８号 平成３１年度川崎市公共用地先行取得等事業特別

会計予算」、「議案第５１号 平成３１年度川崎市下水道事業会計予算」、「議

案第５２号 平成３１年度川崎市水道事業会計予算」について、市長は別紙要領

により速やかに組替えをなし、再提出することを要求する。 
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（別  紙） 

１ 組替えを求める理由 

安倍首相は今年１０月から消費税１０％の増税すると明言している。しかし、

安倍政権の下、貧困と格差の拡大、社会保障の連続改悪で国民の暮らしは痛め

つけられている。消費不況が続く中、消費税増税が実施されれば、国民の暮ら

しは破壊され、日本経済に深刻な打撃を与えることになる。 

総務省「家計調査」の２人以上の世帯の実質家計支出は、２０１３年比で年

額２５万円も減額となっている。内閣府のデータを基にしたＧＤＰベースで見

ても、実質家計消費は２０１３年に比べ、約３兆円も落ち込んでいる。 

毎月勤労統計調査の不正で２０１８年の賃金が実態よりもかさ上げされてい

た中、同年１月から１１月までの実質賃金の増減を前年と同じ対象の「共通事

業所」で算出すると年間平均マイナス０．５％となる野党試算を厚生労働大臣

が事実上追認したが、２０１８年の平均実質賃金は安倍政権となる７年前に比

べて１０万円も減っている。 

川崎市においても貧困と格差は広がっている。２０１７年就業構造基本調査

では、川崎市内の会社などの役員を除く雇用者は７７．９万人と２０１２年の

前回調査に比べて約１０万人増えているが、正規職員・従業員の割合は６２．

８％、非正規職員・従業員は３１．３％で、前回調査とほとんど割合は変わら

ず、正規と非正規が固定化されている状態である。派遣職員については１．６

倍にも増えている。 

さらに、雇用者の所得階級でみると、年収３００万円未満は前回調査より３．

３万人増え３４．７万人と全体の４２．５％を占めた。５０万円未満は若干減

ったものの、５０万円から９９万円までは０．５％増え、全体の１０％を超え

た。２５０万円から４９９万円までは全体の３２．６％と２．２％減少する一

方、１，０００万円以上が増え、１，５００万円以上では１７０％の増となり、

所得格差が広がり中間層が少なく二極化が進んでいる。低所得層の増大は、非

正規雇用労働者の雇用環境に連動しているということが分かる。 

こうした中、地方自治体には国の悪政から市民生活を守る防波堤の役割を果

たすことが求められているが、新年度予算案は、市民の福祉や暮らし、市内中

小企業への支援、雇用対策など極めて不十分なものとなっている。 

その一方で、不要不急な大規模事業への予算は大幅に増えており、市民に

とって必要のない臨港道路東扇島水江町線整備に約２９．３億円、東扇島堀込

部土地造成事業に約６２．１億円など国際コンテナ戦略港湾関連で約１１７．

５億円、羽田連絡道路整備事業に約６１億円など臨海部の戦略的な産業集積と

基盤整備で約７１．５億円など、臨海部の活性化には１８９億円以上の予算が
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計上されている。 

  我が党は、市民生活を支えるための緊急課題に絞って、次の組替えの基本方

針及び内容により２０１９年度予算案の再提出を求めるものである。 

２ 組替えの基本方針 

 子育て世代の賃金・経済状況が悪化する中で、共働きをしなければ生活で

きない世帯が急増しており、保育園の利用申請率が就学前児童の約４割に上

っているなど、かつてない勢いで保育園ニーズが高まっていることから認可

保育園の緊急増設を行う。私立幼稚園の入園料について補助制度を創設する。

小児医療費助成制度の通院の所得制限と一部負担金を撤廃し、中学生まで拡

充する。一人ひとりの子どもに目が行き届き、学習・生活指導などあらゆる

面から教育条件を改善する有効策として、少人数学級を中学１年生まで実現

する。憲法２６条２項の義務教育無償原則の趣旨から、小学校の学校給食費

を無料化する。 

 高齢者に増税・負担が集中している状況下で、介護保険料を第６期の額に

戻す。安心して介護を受けられるよう、特別養護老人ホームを増設し、人材

確保が困難な介護老人福祉施設等に職員の定着・確保を図るための支援を行

うとともに、介護援助手当を復活する。敬老祝金・長寿夫妻記念品を復活す

る。削減した障害者支援施設等運営費の市単独定率加算を復活する。非課税

世帯などの低所得の障がい者の医療費を無料にし、重度障害者等入院時食事

代補助制度を復活する。 

 貧困と格差が拡大している状況下で、国民健康保険料の減額、被保護世帯

への上下水道料金の減免及び入浴援護事業の復活により、低所得世帯への生

活応援を図る。とりわけ、「子どもの貧困」が深刻化する中で、小・中学校

の自然教室の食事代補助、生活保護・就学援助世帯の入学祝金・修学旅行支

度金・卒業アルバム代補助、就学援助世帯への眼鏡支給・社会見学等の実費

支給補助を復活するとともに、補助範囲をＰＴＡ会費、生徒会費、体育実技

用具費等にも拡充する。市立定時制高校の夜食代補助を復活する。 

 中小企業活性化条例の施行にふさわしく、工場の家賃や機械リース代など

の固定費補助制度創設で中小・零細企業者を直接下支えする。建設業の振

興とともに経済波及効果が大きく、市民にも喜ばれる住宅リフォーム助成

事業を創設する。雇用を巡る環境が厳しい中、こうした取組により雇用拡

大を図る。 

 防災対策の第１の要である旧耐震基準の木造住宅の耐震化促進を図るため、

助成対象件数を増やす。 

 国際コンテナ戦略港湾関連や臨海部の基盤整備等への投資、臨港道路東扇
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島水江町線及び羽田連絡道路など市民生活にとって必要性が示されない２本

の橋の整備、高速川崎縦貫道路など、不要不急の大規模事業を中止・延期す

ることで、一般会計の市債発行を抑制し、後年度負担の軽減を図る。 

３ 組替えの内容 

  不要不急の大規模事業の中止と基金からの借入れ、取崩しなどにより、後年

度負担を軽減するとともに、約１３３億円を確保し、次の「 歳出予算の組替

え」に掲げた施策を実施する。 

歳入予算等の組替え 

ア 国際コンテナ戦略港湾関連事業（東扇島コンテナターミナル整備、川 

崎港利用促進コンテナ貨物補助制度等）の中止（市債発行約３億１００万

円の抑制など：事業費約２３億３，０４８万円） 

イ 東扇島掘込部土地造成事業の中止（事業費約６２億５８６万円） 

ウ 臨港道路東扇島水江町線整備の推進事業の中止（一般財源約３６５万 

円、市債発行約２１億７，３００万円の抑制など：事業費約２９億２８０

２万円） 

エ 臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備の中止（臨海部活性化推進事業、

国際戦略拠点地区整備推進事業）（一般財源約４億５７３６万円、市債発

行約３億５，９００万円の抑制など：事業費約１０億４，６４８万円） 

オ 羽田連絡道路整備事業の中止（一般財源約８，５９３万円、市債発行約

１１億１，６００万円の抑制など：事業費約６１億２２０万円） 

カ 先端産業立地促進事業（イノベート川崎）の中止（一般財源約１億３，

６４４万円の抑制：事業費約１億４，５４４万円） 

キ 高速川崎縦貫道路関連事業（川崎縦貫道路整備事業、高速川崎縦貫道路

４０９号新設改築等）の中止（一般財源約１，３００万円、市債発行約１

億６，７７２万円の抑制など：事業費約２億３９８万円） 

ク 競輪施設等整備事業基金（約７.８億円）、競輪事業運営基金（約７．

７億円）、港湾整備事業基金（約３５.１億円）、土地開発基金（約７．

２億円）、減債基金（約２２８４．４億円）等の当面使用する予定のない

基金から借入れ、取崩し（約１２６億円） 

歳出予算の組替え 

  ア 介護保険料の基準月額保険料を第６期の額に減額 

  イ 特別養護老人ホームの緊急増設  

  ウ 特別養護老人ホーム・介護老人保健施設の人材確保のための補助  

エ 介護援助手当の復活   

  オ 敬老祝金・長寿夫妻記念品の復活 
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カ 障害者支援施設等運営費の市単独定率加算の復活  

  キ 障がい者で低所得１、２の方の医療費の無料化 

  ク 重度障害者等の入院時食事代補助の復活   

  ケ 被保護世帯への上下水道料金の基本料金減免の復活  

  コ 被保護世帯入浴援護事業の復活  

  サ 国民健康保険料の減額 

シ 小児医療費助成の通院の所得制限と一部負担金を撤廃し、中学生まで無

料化   

  ス 認可保育園の緊急増設     

セ 私立幼稚園の入園料の補助 

ソ 少人数学級を中学１年生まで実施 

タ 小学校の学校給食費の無料化 

チ 小・中学校の就学援助費の復活（生活保護世帯等への入学祝金・修学旅

行支度金、眼鏡支給・卒業記念品費・社会見学費等）と拡充（学用品費、

ＰＴＡ会費、生徒会費、卒業アルバム代等） 

  ツ 小・中学校の自然教室の食事代補助の復活    

  テ 定時制高校夜食費の復活      

  ト 木造住宅の耐震補強工事への補助拡充   

  ナ 中小・零細企業への固定費（貸工場の家賃、機械のリース代等）の補助 

  ニ 住宅リフォーム助成制度の創設 
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意見書案第１号 

   医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書案の提出に

ついて 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  山 崎 直 史 

                 〃     沼 沢 和 明 

                 〃     山 田 益 男 
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医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書 

外国人が治療や健診を目的に来日する医療ツーリズムについては、我が国が直面する

少子高齢化や人口減少社会の中で、持続的な発展を維持するために議論が必要な課題であ

ると考えられるが、明確なルールはほとんどないままである。 

今般、病床過剰地域である川崎南部二次保健医療圏において、医療ツーリズム病院の

開設が計画されているが、地域の医療資源、特に医療従事者の確保が著しく困難になる中

で、医療ツーリズム専用病床の開設が進められると、地域医療に大きな混乱が生じること

が危惧される。 

あ医療法においては、都道府県知事や指定都市の市長は病院の開設申請があった時には、

営利を目的とする場合を除き、許可することとなっており、病床過剰地域であるなど特に

必要がある場合には、都道府県知事が民間医療機関に対して開設の中止や申請病床数の削

減を勧告できるが、勧告に従わなかったとしても、保険医療機関の指定が行われないだけ

である。 

また、自由診療の新規病床は病床過剰地域にあっても既存病床数に算入され、病床非

過剰地域においては、その算入により、本来、地域住民のために追加的に整備すべき病床

数が減じることとなり、公的医療保険で入院できる病床の確保が制限されることとなる。 

よって、国におかれては、医療ツーリズムが地域医療や保険診療を脅かすことなく健

全に発展できるようにするため、次の事項について特段の措置を講ぜられるよう強く要望

するものである。 

１ 地域医療に影響する病床の開設が無秩序に申請・許可されないようにするため、

病床規制に係る医療法の一部改正なども含め、必要な措置を講じること。 

２ 医療ツーリズムについて、国が責任をもって、総合的な観点から国民的コンセン

サスを形成し、法令やガイドライン等のルールを構築すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

年 月 日 

議会議長名 

衆 議 院 議 長 

参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣   

 総 務 大 臣  宛て 

 厚生労働大臣 

 経済産業大臣 

 国土交通大臣 
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意見書案第２号 

   沖縄辺野古新基地建設の埋立ての中止を求める意見書案の提出について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  山 田 益 男 

                 〃     岩 隈 千 尋 

                 〃     堀 添   健 

                 〃     市 古 映 美 

                 〃     勝 又 光 江 

                 〃     宗 田 裕 之 
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沖縄辺野古新基地建設の埋立ての中止を求める意見書（案） 

先月２４日、沖縄県民のみならず国民から大きな関心が寄せられる中、辺野古新基地建

設のための埋立ての賛否を問う県民投票が行われた。 

辺野古移設問題にテーマを絞り、県民が直接民意を示すのは初めてであるが、投票率は

住民投票の有効性を測る一つの目安とされる５０％を超えて５２．８％となり、そのうち

埋立てに「反対」とする投票が７割超となる４３万４，２７３票に達した。 

この結果は、昨年９月に実施された沖縄県知事選挙で辺野古新基地建設反対を公約に掲

げた現知事が当選したことに続いて、新基地建設に対する沖縄県民の明確な民意を示した

ことになる。 

さらに、本県民投票を定める条例により、知事は、県民投票の結果を尊重しなければな

らないとされている。 

よって、国におかれては、民主主義と地方自治を尊重し、沖縄県民の民意及び全国に広

がる世論を重く受け止め、辺野古新基地建設のための埋立てを直ちに中止されるよう強く

要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣   

 総 務 大 臣      宛て 

外 務 大 臣 

防 衛 大 臣 

沖縄基地負担軽減担当大臣 

沖縄及び北方対策担当大臣 
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意見書案第３号 

   不適切な統計調査等に基づく消費税の増税の撤回を求める意見書案の提出

について 

上記の意見書案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提

出いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  市 古 映 美 

                 〃     勝 又 光 江 

                 〃     宗 田 裕 之 

                 〃     石 田 和 子 

                 〃     斉 藤 隆 司 

                 〃     石 川 建 二 

                 〃     井 口 真 美 

                 〃     大 庭 裕 子 

 〃     渡 辺   学 

                 〃     片 柳   進 
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不適切な統計調査等に基づく消費税の増税の撤回を求める意見書 

あ昨年１２月以降、厚生労働省が実施する毎月勤労統計調査において、５００人以上規模

の事業所は全数調査とすべきところ、平成１６年以降の東京都では一部抽出調査によって

いたこと、平成３０年の調査対象の入替え方法の変更等により、賃金の伸び率が上振れし

やすくなっていたことなど、不適切な統計調査が行われてきたことが判明した。 

あこれにより、毎月勤労統計調査を基に給付水準が算定される雇用保険や労災保険の過少

給付などの問題が生じているだけでなく、厚生労働省が発表してきた実質賃金の伸び率に

ついて修正されるべきことが明らかになった。 

あさらに、昨年１２月に発表された２０１８年７月から９月期のＧＤＰ成長率は前期比０．

３％減とマイナスに転じ、ＧＤＰの６割を占める個人消費は０．１％減になるなど、消費

不況の深刻さが表れている。 

あ昨年１０月、内閣総理大臣は経済の成長を理由に、本年１０月から消費税を増税するこ

とを決定したが、これらに鑑みるとその根拠が失われているといえる。 

あまた、消費税の増税により、本市の水道料金、下水道使用料、バス料金等に転嫁される

額は年間約１１億円と試算することができ、市民生活に多大な負担を課すことになる。 

あよって、国におかれては、不適切な統計調査等に基づき決定された消費税の増税を撤回

されるよう強く要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  年 月 日 

議会議長名 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長 

 内閣総理大臣  宛て 

 総 務 大 臣 

 財 務 大 臣 
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決議案第１号 

   かわさきパラムーブメントを一層推進する決議案の提出について 

上記の決議案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提出

いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  山 崎 直 史 

                 〃     沼 沢 和 明 

                 〃     山 田 益 男 

                 〃     市 古 映 美 
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かわさきパラムーブメントを一層推進する決議 

２０２０年、東京でオリンピック・パラリンピック競技大会が５６年ぶりに開催され、

この大会ビジョンにおいては、世界中の人々が多様性と調和の重要性を改めて認識し、共

生社会を育む契機となるような大会とすると明記されている。 

本市においては、障害者を始め、マイノリティとされている人たちが生き生きと暮らす

上で障壁となっている、私たちの意識や社会環境のバリアを取り除き、誰もが社会参加で

きる環境を創出することを理念として、かわさきパラムーブメントの取組を推進している

ところであるが、本市内に十分に浸透しているとは言えない状況である。 

大会の開催に合わせて、かわさきパラムーブメントに積極的に取り組むことにより、そ

の理念を本市内外にも広げていく契機とし、ひいては障害の有無、人種、性別、年齢等に

かかわらず、誰もが自分らしく暮らせる地域社会の実現につながるものとすべきである。

あよって、本市議会は、大会まで１年余りとなった今、かわさきパラムーブメントの機運

を更に高め、その取組を一層推進することを強く決意するものである。 

以上、決議する。 

年 月 日 

川崎市議会 
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決議案第２号 

   天皇陛下御在位三十年を祝す賀詞に関する決議案の提出について 

上記の決議案を別紙のとおり、川崎市議会会議規則第１３条の規定により提出

いたします。 

平成３１年 ３ 月１１日 

川崎市議会議長  松 原 成 文  様 

         提出者  川崎市議会議員  山 崎 直 史 

                 〃     沼 沢 和 明 

                 〃     山 田 益 男 
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天皇陛下御在位三十年を祝す賀詞に関する決議 

このたび天皇陛下におかれましては 御在位三十年を迎えられ 川崎市民ともども慶賀

にたえないところであります 

ここに川崎市議会は市民を代表し 謹んで慶祝の意を表します 

年 月 日 

川崎市議会 
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３月１５日（金）の本会議の議事要領 

１ 

   日程第１  平成３１年度施政方針 

   日程第２  一般議案   ４４件 

   日程第３  当初予算等  ２０件   一括上程 

   日程第４  報  告    １件 

   日程第５  請  願    ３件 

 (1) 委員長報告 （日程第２、第５の各案件） 

   総務、文教、健康福祉、まちづくり、環境委員長の順 

   （予算審査特別委員会の委員長報告は省略） 

～ 委員長報告に対する質疑 ～

 (2) 「議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動議 

    ［提案説明、自席質疑］ 

 (3) 討 論 （日程第２、第３、第５の各案件、予算組替えを求める動議） 

   ［日程第１の平成３１年度施政方針、日程第４の報告に対するご意見などがあれば、併せてお願

いする。発言は、今議会の発言順］ 

 (4) 採 決 

   ① 「議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動議を起立により採決 

   ② 日程第２の議案４４件中、次の議案２０件を除いた２４件を起立により一括採決 

     議案第 １号 川崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第 ２号 川崎市職員定数条例及び川崎市病院局企業職員定数条例の一部を改正する条例 

            の制定について 

     議案第 ３号 川崎市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第 ５号 川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第 ６号 川崎市中央卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第 ７号 川崎市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第 ８号 川崎市競輪場内売店使用条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第 ９号 川崎市競輪場使用条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１０号 川崎市都市景観条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１１号 川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する条例の一 

            部を改正する条例の制定について 

     議案第１２号 川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一部を改正 

            する条例の制定について 

     議案第１３号 川崎市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１４号 川崎市港湾施設条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１５号 川崎市水道条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１６号 川崎市工業用水道条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１７号 川崎市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１８号 川崎市入江崎余熱利用プール条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第１９号 川崎市乗合自動車乗車料条例の一部を改正する条例の制定について 

     議案第２０号 川崎市貸切自動車条例の一部を改正する条例の制定について 
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     議案第２１号 川崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

   ③ 除いた議案２０件中、議案第１号、第６号、第７号、第８号、第９号、第１３号、第１４号、

第１５号、第１６号、第１７号、第１８号、第１９号、第２０号及び第２１号の１４件を起立に

より一括採決 

   ④ 除いた議案第２号、第３号、第５号、第１０号、第１１号及び第１２号の６件を起立により 

一括採決 

   ⑤ 日程第３の当初予算等２０件中、次の１０件を除いた１０件を起立により一括採決 

     議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算 

     議案第３７号 平成３１年度川崎市競輪事業特別会計予算 

     議案第３９号 平成３１年度川崎市国民健康保険事業特別会計予算 

     議案第４１号 平成３１年度川崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 

     議案第４３号 平成３１年度川崎市介護保険事業特別会計予算 

     議案第４４号 平成３１年度川崎市港湾整備事業特別会計予算 

     議案第４８号 平成３１年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算 

     議案第５１号 平成３１年度川崎市下水道事業会計予算 

     議案第５２号 平成３１年度川崎市水道事業会計予算 

     議案第５４号 平成３１年度川崎市自動車運送事業会計予算 

   ⑥ 除いた議案第３６号を起立により採決 

   ⑦ 除いた議案第３７号、第３９号、第４１号、第４３号、第４４号、第４８号、第５１号、第５２号及び第

５４号の９件を起立により一括採決 

   ⑧ 日程第５の請願３件中、請願第５３号及び第５４号の２件を起立により一括採決 

     請願第５３号 医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書を国に提出する 

            こと等に関する請願 

     請願第５４号 川崎市中原消防団住吉分団市ノ坪班器具置場の跡地の活用に関する請願 

   ⑨ 請願第５５号を起立により採決 

     請願第５５号 ７５歳以上の医療費負担の原則２割化に反対することを求めることに関する請 

            願 

 ２ 

日程第６ 

 議案第６８号 川崎市教育委員会の教育長の任命について 
 ［上程、参考人招致（所信表明）、自席質疑（ご意見等も含む。）の後、直ちに起立により採 
  決］ 

 ３ 

日程第７ 

 議案第６９号 川崎市教育委員会委員の任命について 
 ［上程、提案説明、自席質疑（ご意見等も含む。）の後、直ちに起立により採決］ 

 ４ 

日程第８ 

 議案第７０号 人権擁護委員の候補者の推薦について 
 ［上程、提案説明、自席質疑（ご意見等も含む。）の後、直ちに起立により採決］ 

 ５ 

日程第９ 

 議案第７１号 川崎市市民オンブズマンの選任について 
 ［上程、提案説明、自席質疑（ご意見等も含む。）の後、直ちに起立により採決］ 
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 ６ 

日程第１０ 

 議案第７２号 川崎市人権オンブズパーソンの選任について 
 ［上程、提案説明、自席質疑（ご意見等も含む。）の後、直ちに起立により採決］ 

 ７ 

日程第１１ 

 議員提出議案第１号 川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 
 ［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 

 ８ 

日程第１２ 

 議員提出議案第２号 川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 
 ［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 

 ９ 

日程第１３ 

 議員提出議案第３号 川崎市町内会・自治会の活動の活性化に関する条例の一部を改正する条例 
           の制定について 
 ［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 

１０ 

日程第１４ 

    決議案第 １号 かわさきパラムーブメントを一層推進する決議 

 ［上程、書記朗読等を省略し、直ちに起立により採決］ 

    意見書案第１号 医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書 

    ［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 

    意見書案第２号 沖縄辺野古新基地建設の埋立ての中止を求める意見書 

    ［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 

    意見書案第３号 不適切な統計調査等に基づく消費税の増税の撤回を求める意見書 

    ［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 

    決議案第 ２号 天皇陛下御在位三十年を祝す賀詞に関する決議 

    ［上程、提案説明、自席質疑（討論）の後、直ちに起立により採決］ 

１１ 

日程第１５ 大都市税財政制度調査特別委員会の調査研究について 

   大都市税財政制度調査特別委員長から報告 

～ 委員長報告に対する質疑 ～

＊退任予定の渡邊教育長の挨拶 
＊慣例により市長、議長の挨拶 
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平成３１年第１回川崎市議会定例会 

議事日程第５号 

                               平成３１年３月１５日（金） 

                               午 前 １０ 時   開  議 

 第 １ 

  平成３１年度施政方針 

 第 ２ 

議案第 １号  川崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ２号  川崎市職員定数条例及び川崎市病院局企業職員定数条例の一部を改正する条例の制 

        定について 

議案第 ３号  川崎市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ４号  川崎市基金条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ５号  川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ６号  川崎市中央卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ７号  川崎市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ８号  川崎市競輪場内売店使用条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９号  川崎市競輪場使用条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１０号  川崎市都市景観条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１１号  川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する条例の一部を 

        改正する条例の制定について 

議案第１２号  川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の一部を改正する 

        条例の制定について 

議案第１３号  川崎市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１４号  川崎市港湾施設条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１５号  川崎市水道条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１６号  川崎市工業用水道条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１７号  川崎市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１８号  川崎市入江崎余熱利用プール条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第１９号  川崎市乗合自動車乗車料条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２０号  川崎市貸切自動車条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２１号  川崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２２号  川崎市消防団給与条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第２３号  川崎市行政不服審査会委員の選任について 

議案第２４号  包括外部監査契約の締結について 

議案第２５号  川崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

議案第２６号  宮前区における町区域の設定及び変更について 

議案第２７号  宮前区における住居表示の実施区域及び方法について 

議案第２８号  川崎市多摩スポーツセンター建設等事業の契約の変更について 

議案第２９号  スポーツ・文化複合施設整備等事業の契約の変更について 

議案第３０号  川崎シンフォニーホールの指定管理者の指定について 

議案第３１号  川崎市消費者行政推進委員会委員の選任について 

議案第３２号  川崎市営霊園の指定管理者の指定について 

議案第３３号  市道路線の認定及び廃止について 

議案第３５号  損害賠償の額の決定について 

議案第５７号  平成３０年度川崎市一般会計補正予算 

議案第５８号  平成３０年度川崎市卸売市場事業特別会計補正予算 

議案第５９号  平成３０年度川崎市国民健康保険事業特別会計補正予算 

議案第６０号  平成３０年度川崎市港湾整備事業特別会計補正予算 

議案第６１号  平成３０年度川崎市墓地整備事業特別会計補正予算 

議案第６２号  平成３０年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計補正予算 
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議案第６３号  平成３０年度川崎市下水道事業会計補正予算 

議案第６４号  川崎市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第６５号  川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制 

        定について 

議案第６６号  平成３０年度川崎市一般会計補正予算 

第 ３ 

議案第３６号  平成３１年度川崎市一般会計予算 

議案第３７号  平成３１年度川崎市競輪事業特別会計予算 

議案第３８号  平成３１年度川崎市卸売市場事業特別会計予算 

議案第３９号  平成３１年度川崎市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第４０号  平成３１年度川崎市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 

議案第４１号  平成３１年度川崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第４２号  平成３１年度川崎市公害健康被害補償事業特別会計予算 

議案第４３号  平成３１年度川崎市介護保険事業特別会計予算 

議案第４４号  平成３１年度川崎市港湾整備事業特別会計予算 

議案第４５号  平成３１年度川崎市勤労者福祉共済事業特別会計予算 

議案第４６号  平成３１年度川崎市墓地整備事業特別会計予算 

議案第４７号  平成３１年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計予算 

議案第４８号  平成３１年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算 

議案第４９号  平成３１年度川崎市公債管理特別会計予算 

議案第５０号  平成３１年度川崎市病院事業会計予算 

議案第５１号  平成３１年度川崎市下水道事業会計予算 

議案第５２号  平成３１年度川崎市水道事業会計予算 

議案第５３号  平成３１年度川崎市工業用水道事業会計予算 

議案第５４号  平成３１年度川崎市自動車運送事業会計予算 

議案第６７号  平成３１年度川崎市一般会計補正予算 

第 ４ 

報告第 １号  地方自治法第１８０条の規定による市長の専決処分の報告について 

第 ５ 

請願第５３号  医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書を国に提出すること 

        等に関する請願 

請願第５４号  川崎市中原消防団住吉分団市ノ坪班器具置場の跡地の活用に関する請願 

請願第５５号  ７５歳以上の医療費負担の原則２割化に反対することを求めることに関する請願 

 第 ６ 

議案第６８号  川崎市教育委員会の教育長の任命について 

 第 ７ 

議案第６９号  川崎市教育委員会委員の任命について 

 第 ８ 

議案第７０号  人権擁護委員の候補者の推薦について 

 第 ９ 

議案第７１号  川崎市市民オンブズマンの選任について 

 第１０ 

議案第７２号  川崎市人権オンブズパーソンの選任について 
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 第１１ 

議員提出議案第１号  川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

 第１２ 

議員提出議案第２号  川崎市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

 第１３ 

議員提出議案第３号  川崎市町内会・自治会の活動の活性化に関する条例の一部を改正する条例 

           の制定について 

 第１４ 

意見書案第１号  医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書 

意見書案第２号  沖縄辺野古新基地建設の埋立ての中止を求める意見書 

意見書案第３号  不適切な統計調査等に基づく消費税の増税の撤回を求める意見書 

決議案第 １号  かわさきパラムーブメントを一層推進する決議 

決議案第 ２号  天皇陛下御在位三十年を祝す賀詞に関する決議 

 第１５ 

大都市税財政制度調査特別委員会の調査研究について 
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平成３１年３月１１日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

                            総 務 委 員 長 

                              山 田 益 男

総務委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第 １号 川崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第 ２号 川崎市職員定数条例及び川崎市病院局企業職員定数条例の一部を改 

       正する条例の制定について    （原案可決） 

議案第 ３号 川崎市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制 

       定について           （原案可決）

議案第 ４号 川崎市基金条例の一部を改正する条例の制定について 

（総務企画局に関する部分）    （原案可決） 

議案第 ６号 川崎市中央卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第 ７号 川崎市地方卸売市場業務条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第 ８号 川崎市競輪場内売店使用条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第 ９号 川崎市競輪場使用条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 
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議案第２３号 川崎市行政不服審査会委員の選任について 

（同  意） 

議案第２４号 包括外部監査契約の締結について 

（原案可決） 

議案第２５号 川崎市固定資産評価審査委員会委員の選任について 

（同  意） 

議案第３１号 川崎市消費者行政推進委員会委員の選任について 

（同  意） 

議案第５７号 平成３０年度川崎市一般会計補正予算 

（原案可決） 

議案第５８号 平成３０年度川崎市卸売市場事業特別会計補正予算 

（原案可決） 

議案第６６号 平成３０年度川崎市一般会計補正予算 

（原案可決） 
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平成３１年３月８日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

                            文 教 委 員 長 

                              片 柳  進

文教委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第 ４号 川崎市基金条例の一部を改正する条例の制定について 

         （市民文化局に関する部分）        （原案可決） 

議案第２６号 宮前区における町区域の設定及び変更について 

（原案可決） 

議案第２７号 宮前区における住居表示の実施区域及び方法について 

（原案可決） 

議案第２８号 川崎市多摩スポーツセンター建設等事業の契約の変更について 

（原案可決） 

議案第２９号 スポーツ・文化複合施設整備等事業の契約の変更について 

（原案可決） 

議案第３０号 川崎シンフォニーホールの指定管理者の指定について 

（原案可決） 

議案第３５号 損害賠償の額の決定について 

（原案可決） 

議案第６５号 川崎市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改 

正する条例の制定について       （原案可決） 
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平成３１年３月８日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

                            健康福祉委員長 

                              田 村 伸 一 郎

健康福祉委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第２１号 川崎市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定 

について                  （原案可決） 

議案第２２号 川崎市消防団給与条例の一部を改正する条例の制定について 

        （原案可決） 

議案第５９号 平成３０年度川崎市国民健康保険事業特別会計補正予算 

       （原案可決） 

議案第６４号 川崎市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について                 （原案可決） 
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平成３１年３月１１日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

まちづくり委員長

                              堀  添   健

まちづくり委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第 ４号 川崎市基金条例の一部を改正する条例の制定について 

（建設緑政局に関する部分）         （原案可決）

議案第 ５号 川崎市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決）

議案第１０号 川崎市都市景観条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第１１号 川崎市地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関す 

       る条例の一部を改正する条例の制定について  （原案可決） 

議案第１２号 川崎市地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の 

       一部を改正する条例の制定について      （原案可決） 

議案第１３号 川崎市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第３２号 川崎市営霊園の指定管理者の指定について 

（原案可決） 

議案第３３号 市道路線の認定及び廃止について 

（原案可決） 
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議案第６１号 平成３０年度川崎市墓地整備事業特別会計補正予算 

（原案可決） 

議案第６２号 平成３０年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計補正予算 

（原案可決） 
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平成３１年３月１１日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

                            環 境 委 員 長 

                              廣 田 健 一

環境委員会審査報告書（議案）

  本委員会に付託された下記の議案を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第１４号 川崎市港湾施設条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第１５号 川崎市水道条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第１６号 川崎市工業用水道条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第１７号 川崎市下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第１８号 川崎市入江崎余熱利用プール条例の一部を改正する条例の制定につ 

いて                   （原案可決） 

議案第１９号 川崎市乗合自動車乗車料条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第２０号 川崎市貸切自動車条例の一部を改正する条例の制定について 

（原案可決） 

議案第６０号 平成３０年度川崎市港湾整備事業特別会計補正予算 

（原案可決） 
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議案第６３号 平成３０年度川崎市下水道事業会計補正予算 

（原案可決） 
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平成３１年３月７日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

予算審査特別委員長

 橋 本  勝 

予算審査特別委員会審査報告書（議案）

  本委員会は、平成３１年２月２６日に付託された下記の議案を審査の結果、「結論は本

会議に譲る」ことに決定したので、会議規則第７７条の規定により報告します。

記

議案第３６号 平成３１年度川崎市一般会計予算 

議案第３７号 平成３１年度川崎市競輪事業特別会計予算 

議案第３８号 平成３１年度川崎市卸売市場事業特別会計予算 

議案第３９号 平成３１年度川崎市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第４０号 平成３１年度川崎市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 

議案第４１号 平成３１年度川崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 

議案第４２号 平成３１年度川崎市公害健康被害補償事業特別会計予算 

議案第４３号 平成３１年度川崎市介護保険事業特別会計予算 

議案第４４号 平成３１年度川崎市港湾整備事業特別会計予算 

議案第４５号 平成３１年度川崎市勤労者福祉共済事業特別会計予算 

議案第４６号 平成３１年度川崎市墓地整備事業特別会計予算 

議案第４７号 平成３１年度川崎市生田緑地ゴルフ場事業特別会計予算 

議案第４８号 平成３１年度川崎市公共用地先行取得等事業特別会計予算 

議案第４９号 平成３１年度川崎市公債管理特別会計予算 

議案第５０号 平成３１年度川崎市病院事業会計予算 

議案第５１号 平成３１年度川崎市下水道事業会計予算 

議案第５２号 平成３１年度川崎市水道事業会計予算 

議案第５３号 平成３１年度川崎市工業用水道事業会計予算 

議案第５４号 平成３１年度川崎市自動車運送事業会計予算 

議案第６７号 平成３１年度川崎市一般会計補正予算 
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平成３１年３月１２日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

                            文 教 委 員 長 

                              片 柳  進

文教委員会審査報告書（請願）

  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議

 規則第７７条及び第９４条の規定により報告します。

記

請願第５４号 川崎市中原消防団住吉分団市ノ坪班器具置場の跡地の活用に関する

請願                     （ 不 採 択 ）
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平成３１年３月８日 

  川 崎 市 議 会 議 長

     松 原 成 文 様

                            健康福祉委員長 

                              田 村 伸 一 郎

健康福祉委員会審査報告書（請願）

  本委員会に付託された下記の請願を審査の結果、次のとおり決定したので、会議 

 規則第７７条及び第９４号の規定により報告します。

記

請願第５３号 医療ツーリズムの健全な発展と地域医療の確保を求める意見書を国 

に提出すること等に関する請願         （ 採 択 ） 

請願第５５号 ７５歳以上の医療費負担の原則２割化に反対することを求めること

に関する請願                （ 不 採 択 ）
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議会運営の手引き新旧対照表（案）

【議事説明員の出席範囲に関する部分の改正】

改正案 現 行

第３章 本会議 
 （略）
第１１節 表  決

 （略）

４０ 本会議への議事説明員の出席は、通常、市長、副市長、教育長、病院事

業管理者、上下水道事業管理者、各局長、臨海部国際戦略本部長、会計管理

者、各区長、危機管理監、教育次長及び各行政委員（委員長及び代表監査委

員）とし、各会議日の出席者は別表のとおりとする。なお、付議事件の内容

によっては、関係説明員のみの出席とすることもある。

提案説明日 代表質問日 採決日 一般質問日

市長、副市長、教育長、

上下水道事業管理者、

各局長、臨海部国際戦

略本部長、      

危機管理監、教育次長

○ ○ ○ ○

病院事業管理者 ○ ○ ○

○

通告があっ

た場合のみ

選挙管理委員会事務局

長、人事委員会事務局

長、市民オンブズマン

事務局長、会計管理者

○ ○ ○

○

通告があっ

た場合のみ

各区長 ― ○ ―

○

通告があっ

た場合のみ

行政委員 ― ○ ―

○

通告があっ

た場合のみ

第３章 本会議 
 （略）
第１１節 表  決

 （略）

４０ 本会議への議事説明員の出席は、通常、市長、副市長、教育長、病院事

業管理者、上下水道事業管理者、各局長、臨海部国際戦略本部長、会計管理

者、各区長、危機管理監、教育次長及び各行政委員（委員長及び代表監査委

員）とし、各会議日の出席者は別表のとおりとする。なお、付議事件の内容

によっては、関係説明員のみの出席とすることもある。

 「○」は、出席を表す。 

提案説明日 代表質問日 採決日 一般質問日

市長、副市長、教育長、

上下水道事業管理者、

各局長、臨海部国際戦

略本部長、会計管理者、

危機管理監、教育次長

○ ○ ○ ○

病院事業管理者 ○ ○ ○

○

通告があっ

た場合のみ

各区長 ― ○ ―

○

通告があっ

た場合のみ

行政委員 ― ○ ―

○

通告があっ

た場合のみ

会議日

説明員

会議日

説明員
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改正案 現 行

 「○」は、出席を表す。 

 （略）

第１４節 一般質問

 （略）

８３ 病院事業管理者、選挙管理委員会事務局長、人事委員会事務局長、

市民オンブズマン事務局長、会計管理者、各区長及び各行政委員（選挙

管理委員長、代表監査委員及び人事委員長）は前項の規定による通告が

あった場合のみ、議事説明員として出席するものとする。

 （略）

第６章 特別委員会 

 （略）

第２節 予算審査特別委員会

 （略）

１６１ 予算審査特別委員会で発言しようとする者は、氏名、会派内の順

位を記載した発言通告書を、開催日の前々日午後１時までに提出する。

また、選挙管理委員会事務局長、人事委員会事務局長、市民オンブズマ

ン事務局長、会計管理者及び区長に答弁を求める場合は、発言通告書に

答弁者を具体的に記載する。

 （略）

１６７ 予算審査特別委員会の説明員は、通常、市長、副市長、教育長、

病院事業管理者、上下水道事業管理者、各局長、臨海部国際戦略本部長、

会計管理者、各区長、危機管理監及び教育次長とする。ただし、選挙管

理委員会事務局長、人事委員会事務局長、市民オンブズマン事務局長、

会計管理者及び区長は、通告があった場合のみ出席する。

 （略）

 （略）

第１４節 一般質問

 （略）

８３ 病院事業管理者、各区長及び各行政委員（選挙管理委員長、代表監

査委員及び人事委員長）は前項の規定による通告があった場合のみ、議

事説明員として出席するものとする。

 （略）

第６章 特別委員会 

 （略）

第２節 予算審査特別委員会

 （略）

１６１ 予算審査特別委員会で発言しようとする者は、氏名、会派内の順

位を記載した発言通告書を、開催日の前々日午後１時までに提出する。

また、区長に答弁を求める場合は、区長名を発言通告書に記載する。

 （略）

１６７ 予算審査特別委員会の説明員は、通常、市長、副市長、教育長、

病院事業管理者、上下水道事業管理者、各局長、臨海部国際戦略本部長、

会計管理者、各区長、危機管理監及び教育次長とする。ただし、区長は、

通告があった場合のみ出席する。

 （略）
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改正案 現 行

第３節 決算審査特別委員会

 （略）

１８９ 決算審査特別委員会の全体会の説明員は、通常、市長、副市長、

教育長、病院事業管理者、上下水道事業管理者、各局長、臨海部国際戦

略本部長、会計管理者、各区長、危機管理監及び教育次長とする。ただ

し、選挙管理委員会事務局長、人事委員会事務局長、市民オンブズマン

事務局長、会計管理者及び区長は、総括質疑に通告があった場合のみ出

席する。 

  なお、監査委員は、全体会に出席している。 

第３節 決算審査特別委員会

 （略）

１８９ 決算審査特別委員会の全体会の説明員は、通常、市長、副市長、

教育長、病院事業管理者、上下水道事業管理者、各局長、臨海部国際戦

略本部長、会計管理者、各区長、危機管理監及び教育次長とする。ただ

し、区長は、総括質疑に通告があった場合のみ出席する。 

  なお、監査委員は、全体会に出席している。 

57



一 般 質 問 発 言 通 告 書

平成  年  月  日

  川崎市議会議長 様

氏 名            

 次のとおり一般質問をしますので、会議規則第４９条及び第５９条の規定により通告し、

発言許可を求めます。

〈質 問 方 式〉 一 括 ・ 一問一答

＊ いずれかに○印をお願いいたします。

発 言 の 要 旨 答 弁 者

１

２

３

４

５

※ 病院事業管理者、選挙管理委員会事務局長、人事委員会事務局長、市民オンブズマン事務

局長、会計管理者、各区長及び各行政委員（選挙管理委員長、代表監査委員、人事委員長）

は、発言通告時に出席するため、必ず答弁者の欄にご記入を願います。
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議会運営の手引き新旧対照表（案）

【議会運営委員会の構成に関する部分の改正】

改正案 現 行

第５章 議会運営委員会 

 （略）

第１１節 表  決

 （略）

１４５ 委員会は、５人以上の所属議員を有する会派の代表者（以下「委

員」という。）をもって構成する。ただし、所属議員が４人以下の場合に

おいて、他のすべての会派が認めたときはこの限りでない。

第５章 議会運営委員会 

 （略）

第１１節 表  決

 （略）

１４５ 委員会は、３人以上の所属議員を有する会派の代表者（以下「委

員」という。）をもって構成する。ただし、所属議員が２人以下の場合に

おいて、他のすべての会派が認めたときはこの限りでない。 
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議会運営委員会付託の請願・陳情

平成３１年３月１４日現在 

【 請 願 】

請願第３５号  市議会主催の市議会報告会を各区で開催することに関する請願

30. 3. 15 継続審査 
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議会運営の手引きの変更事項 

（平成２７年４月以降） 

１ 常任委員会の所管の見直しに関する内容の改正 

議会改革検討委員会の報告に基づき、総務委員会の所管を総務企画局、

財政局、経済労働局、臨海部国際戦略本部その他に変更し、市民委員会

の名称を文教委員会に、所管を市民文化局、こども未来局、教育委員会

に変更し、環境委員会の所管に港湾局を加えることが決定されたため、

必要な改正を行った。

【議会運営委員会 平成２８年２月９日 確認】

２ 農業委員の選出方法の見直し（議会推薦の農業委員の廃止）に関する

内容の改正 

  法改正により、議会推薦の農業委員が廃止となることに伴い、これに

合わせて手引きを改正することが決定されたため、必要な改正を行った。

【議会運営委員会 平成２８年２月２５日 確認】

３ 市長事務部局の組織機構の整備及び新教育長制度への移行に伴う議事

説明員の出席の変更等に関する内容の改正 

  事務分掌条例の一部改正による組織機構の整備及び法改正による新教

育長制度への移行に伴い、臨海部国際戦略本部長、教育長及び教育次長

について、本会議等へ議事説明員として出席することが決定されたため、

必要な改正を行った。

【議会運営委員会 平成２８年２月２５日 確認】

４ 議案の取扱いに関する内容の改正 

「川崎市附属機関設置条例の一部を改正する条例」を各附属機関の所

管局を所管する委員会に分割付託すること、また、議会の同意人事案件

である「川崎市行政不服審査会委員の選任について」を総務委員会に付

託することが決定されたため、必要な改正を行った。

【議会運営委員会 平成２８年２月２５日 確認】

５ 農業委員会委員の選出方法の見直しに関する改正 

法改正により、農業委員会委員の選出方法が市議会の同意を要件とす

る市長の任命制へと選出方法が変更されたことから、これに合わせて手

引きを改正することが決定されたため、必要な改正を行った。

     【議会運営委員会 平成２９年３月１６日 確認】

６ 危機管理監の設置に伴う議事説明員の出席の変更等に関する改正 

事務分掌条例の一部改正による危機管理監の設置に伴い、危機管理監

は本会議等への議事説明員として出席することが決定されたため、必要

な改正を行った。

     【議会運営委員会 平成３０年３月１５日 確認】
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７ 審査請求の却下の報告に関する改正 

地方自治法の改正に伴い、審査請求が不適法であり却下する場合は議

会への諮問が不要となり、その場合には、審査請求を却下した旨を議会

に報告しなければならないこととされたことから、これに合わせて手引

きを改正することが決定されたため、必要な改正を行った。 

     【議会運営委員会 平成３０年３月１５日 確認】

８ 議場内大型映像装置（ディスプレイ）の活用に関する改正 

議場内大型映像装置（ディスプレイ）に表示する資料データの作成基

準について、使用ＯＳ及びソフトの更新に伴い修正することが決定され

たため、必要な改正を行った。 

     【議会運営委員会 平成３０年３月１５日 確認】
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